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会議名 平成２２年度第１回宇治市環境保全審議会 

日時 平成２３年２月４日（金） 午前１０時００分～午前１１時４５分 

場所 宇治市役所 議会棟 ３階 第３委員会室 

出席者 （委  員）坂東会長 斉藤副会長 池内委員 山崎委員 窪田委員 山田委員 

 田委員 山仲委員 大川委員 石垣委員 内川委員 本間委員 

 蓑田委員 

（出 席 者）土屋副市長 

（事 務 局）福田環境政策室理事 安田環境企画課長 相良環境企画課主幹 

藤井環境企画係係長 山口環境企画係主任 中森環境企画係主任 

内田環境企画係主事 

（傍 聴 者）なし 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

   宇治市環境保全審議会委員の任期満了に伴い、平成２２年９月１日より２年間の任期

で新たに委嘱を行った。 

 

３ 副市長挨拶 

 

４ 正副会長互選 

   「環境保全審議会規則」第４条第１項の規定により、互選により会長に坂東委員、副

会長に斉藤委員が選出された。 

 

５ 報告事項及び配布資料の説明 

 

６ 報告事項  

⑴ 概要説明（事務局） 

事務局より、資料１「宇治市環境保全計画の見直しについて」の説明を行った。 

 

⑵ 質疑応答 

（委 員）今、環境保全計画の見直しについて、一通り説明があったわけなんですけれども、

今日お見受けするところ初めての方もいらっしゃると思うんですけれども、当局

の方としてはずっと一貫した環境保全計画そのものを進めて来たということから

すれば、ここをこうして見直していくのだということで、よく分かった上での内

容だと思うんですが、我々委員にしてもですね、じゃあ今までの環境保全計画は

どういうものなのかという基本的なことについてどこまで精通しているのか。大

変こういう言い方をすると失礼かもしれませんけれども、我々にとってみればそ
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ういうお話があってもいいんじゃないかと思うんです。ちょっとあまり言いたく

なかったんですけれども、今日委嘱状いただいて９月１日付と。今日は平成２３

年の２月４日ですよね。この期間の間ですね、せめてそうしたらもうちょっと委

嘱状いただいて、今の宇治市の環境保全計画はこういうもんだということをね、

それなりに勉強会みたいなものをやっていただいて、今度第５次総合計画はこう

なったから、こうしたいと思うんですよという、そういう丁寧なお取組みという

か、あってもよかったんじゃないかと思うんですよ。急にぱっと見直ししますね

んと言われて、すすすっと言われて、いいですかと言われてもなかなかこんなも

んかな、ともう一つですね、理解しにくいんではと思うんですけれども、そのあ

たりについてご見解、いいますか、お考えを聞かせていただきたいなと思います。

以上です。 

 

（会 長）この件につきましては、私自身も気づかなかったところではあるんですけれども、

色んなご事情があったと思うんですけれども、このあたりいかがでしょうか。 

 

（事務局）数点、我々事務局に対しまして大変厳しいご意見をいただいたというような形で

思っております。ひとつは、２２年９月１日からで今日まで、というようなこと

でございますけれども、私ども事務局といたしましては全くもって申し訳ござい

ません、と言うしかございません。我々予算も含めた関係で動いておりまして、

この見直し等の関係で予算も絡みます関係で、結果として今日の時期になったと

いうような形の中で、本来でしたら９月１日にこの審議会を開催させていただい

て、今日から２年間という形でお願いすべきところではございますけれども、そ

の時点でいわゆるそのご報告等事項が結果としてなかったということで、今日に

なったわけですけれども、この件については、全くもって申し訳ございませんと

いうような形の中で、ぜひご理解いただきたいというふうに思います。もう一点、

そもそも見直しについて環境保全計画とは何ぞやという形での、いわゆる審議会

の委員さんの中での、いわゆる意思一致といいますか、共通理解、同じ土俵の上

に立っての議論が必要だというような形でのご意見をいただいたというふうに思

っております。本日、本来ならばこの審議会については規則から言いますといわ

ゆる諮問した内容についてのご論議をいただく場だというふうには理解をしてお

ります。そういった関係で、日程的に含めても本日は報告事項というような形で、

少し変化球ほらしていただいたというような形で申し訳ございませんですが、今

日はこういった形で今後市の方は考えていますよというような形でのご報告とい

うような形での、報告にさせていただきました関係で、この環境保全計画のあら

まししかご説明を申し上げられませんでしたけれども、今の予定で申しますと今

年２３年の８月頃に市長の方から見直しについてというような形での諮問をさせ

ていただく予定で考えておりますけれども、このいわゆる審議至らぬ過程で環境
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保全審議会では評価をいただくということでご説明申し上げましたけれども、ま

ず評価いただくんでしたらこの事業何や、というような形での共通理解をいただ

けなければなりませんので、この中でしっかりご説明をした上で、共通理解でお

願いしたいというふうに思っております。事務局の方で弁解がましいことでござ

いますけれども、ぜひご理解いただきたいというふうに思います。以上でござい

ます。 

 

（委 員）今のご答弁いただいたわけなんですけれども、第５次総合計画の内容だってです

ね、私どもとしても議会にいる者としてもつい先日全員協議会でご報告があって、

ご説明があったというような経過もございますので、そういう経緯からして今日

来ていただいている審議会の委員の皆さんについても、もう少し事前に丁寧な説

明なりお話があってもよかったと思うんですよ。当局は第５次総合計画でこうな

りましたからと簡単に言われるけれども、そういう内容は当局は知っていても

我々委員がどこまでみんな共通理解できているのかという、そういうこと。その

前段での現在の宇治市の環境保全計画、こういう内容についてもこういうもんな

んですよと、いうようなことをですね、やっぱり事前に十分に共通認識を持つと

いうこと、理解をするということ、そういう前提に立って初めて、見直しについ

ての説明があったら、ああそうかと、こんなんできんねんやなと、これはこうし

んならんな、何かできることあらへんやろかと、いうようなことになると思うん

ですよ。今日もうこれ以上申しませんけれども、やはり今後の審議会のあり方に

ついてもですね、もう少し当局としては何でもかんでも自分たちと同じ考えでい

るやろというようなんじゃなくて、本当にみんなに分かっていただいてみんなで

考えていこうという、そういう発想というか視点をとって丁寧な対応をしていた

だきたいと強く求めておきたいと思います。以上です。 

 

（会 長）貴重なご意見ありがとうございました。この点また、これまでの、特に温暖化防

止対策についての動きなんかを、概略を何かちょっと、これまでの経緯をまとめ

ていただいて、次の会議の前にでも委員の方々にお知らせをすると。新しい委員

さんはもちろんですけれども、再度委員をされている方につきましても、復習と

いう意味で、おさらいの意味でも役立つんじゃないかなというふうに思います。

またこの審議会の規則であるとか、宇治市の環境保全審議会の条例につきまして

は資料を入れていただいておりますので、こういう文章というのは非常に分かり

づらい、理解しづらいような文章が並ぶんですけれども、ちょっとその辺もお時

間のあるときにお目通しいただいて、この会がどういう役割を担っているのかな

というところから目を通していただけるとありがたいなというふうに思います。

その辺のこと、また事務局で考えていただけますかね。どうもありがとうござい

ました。他に何かご意見ございませんでしょうか。はい。 
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（委 員）今、環境保全計画の見直しというのが報告のテーマなんですが、いただいた資料

の１ページの一番下のところを見ていますと、地域推進計画と実行計画というの

は、環境保全計画そのものではなくて、そのうちの地球温暖化対策に限った、推

進計画、実行計画ということなんでしょうか。 

 

（事務局）只今ご質問いただきました点ですけれども、環境保全計画は環境全般の計画とい

うことでございますので、先ほどの概要版の方に６つの基本目標の方を入れさせ

ていただいておりまして、基本項目は１２点あるんですが、基本目標６番の中の

１１番、「地球温暖化防止行動を推進する」という部分を特化した計画が２計画ご

ざいまして、その一つが、地球温暖化対策地域推進計画でございます。これにつ

いては宇治市全域で市民の皆さん、事業者の方が出されるＣＯ2の削減を目的とし

た計画になっておりまして、もう一点の宇治市地球温暖化対策実行計画につきま

しては、宇治市役所が一つの事業所、消費者としての目標を定めた計画となって

おります。そういう関連になっておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

（委 員）環境保全計画本体の方なんですけれども、こちらは当初は１０年間で中間目標を

設定、それは去年で中間目標が終わっているんですね。もともとの計画が５０年

という大変長期の計画ですので、中間を設定して進行管理をするというのは当然

かというふうに思うんですけれども、最初の中間目標の１０年が終わって次の設

定とか、節とかいうことがどういうためにこうなっているんでしょうか。 

 

（事務局）現在の保全計画の中間目標ということで２０１０年というふうに書いてあるわけ

でございますけれども、これは当面の目標といたしますということで、環境の計

画ということで、２１世紀の半ばという大きな計画期間の設定がされていますの

で、２０１０年が当面の中間目標ということでございました。実際に１０年に間

に合うように見直しの方もさせていただくということも検討させていただいたん

ですけれども、宇治市の計画の最も基本的な総合計画の方が第５次総合計画にな

るわけですけれども、こちらの計画期間が２３年度からということでございます

ので、そちらが出るのを待って、合わせて整合性を持たせようということで、当

初の中間目標の年度からはずれますけれども、２５年度からの新しい計画期間を

定めさせていただきたいということでご理解いただきたいと思います。 

 

（委 員）わかりました。そうすると中期目標とか中期計画が２年間ほどあいて、策定期間

に入ると、こういうことかというふうに思います。１０年前に環境保全計画がで

きて以降、国の施策で言っても景観法ができる等、景観に関してもかなり劇的な

変更が起こっておりますし、特に京都では京都市が観光政策、景観政策にかなり

大きな舵を切り替えたということがあると思います。こういうこともかなり大き
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な影響があると思いますし、近いところで言いますと、地デジの実施に伴ってか

なり大量の廃棄物、テレビが出ることが心配されています。１０年前になかなか

想像しにくかった事態が起こっているかと思います。この１０年間の総括という

かまとめ、到達点についての報告がこの２年間のうち計画のまず基本に出される

だろうと思いますが、その点の十分な報告をいただいた上での、総括をした上で

の次の計画ということも求められるかなというふうに思います。特に、長い計画

でもありますし、範囲が大変広いのでなかなか困難な面もあろうかと思うんです

けれども、基本的な分野については一定の数値の目標を掲げて、進行の目標を設

定する。進行がどうなのかという点検をすることも審議の実質化、計画を地に着

いたものにする上では欠かせない要素ではないかと。景観なんかを数字に表わす

のは困難な分野もありますが、ごみの減量化とか、地球温暖化とか、すでに数量

化されている、各下位計画で数値が出ているものがあります。それ以外について

も数値で何％とか何ｋｇとか何 t とか出ないものでも分かりやすい到達目標を設

定して、それを徐々に達成して行っているのか、少しうまく行ってないのか、評

価が要るのかということが総括できるような、そうした次期の計画策定をお願い

したいと。これは要望して終わります。 

 

（会 長）諮問があった時には、その辺のことも踏まえて、内容にもよりますけれども、考

えていけたらというふうに思います。よろしくお願いしたいと思います。他にご

ざいませんか。ないようですので報告事項の２についてお願いしたいと思います。

事務局の方からお願いします。 

 

⑶ 概要説明（事務局） 

事務局より、資料２「宇治市地球温暖化対策地域推進計画中間報告（進捗状況）」につ

いての説明を行った。 

 

⑷ 質疑応答 

（委 員）グラフを見たところで、なかなか目標達成が少し困難ではないかという心配がす

ぐ出るんですけれども、私自身の認識もそんなに詳しいものではないんですが、

温暖化という問題はもう少し緩やかな先の課題かなと思っていた時代もあるんで

すが、一昨年、一昨昨年くらいからかなりメディアでも報道があって、現実にも

う例えば昔大氷河だったものが今はもう小さな小さな氷河になっているとか、南

極や北極の氷の様子、生態系の移動や、例えば熱帯性の川の分布が変わってきて、

病原体の地域も変わるとか、現実にかなり進行しているということがかなり知ら

れて来たかと思うんですけれども、そうすると本来は人類の生存に係る、それも

そんなに先の話だと、今世紀中に勝負がつくような大問題なんだということがま

あ、ようやく私自身も認識をしてきたんですが、その中で言いますとね、この地
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球温暖化を進める上で言うと、産業部門についての我々宇治市の、ここは大口の

出費の部分で抑制をするということが、もう少し強化が必要かなと思います。も

う一つは、これ見ていますと、民生業務部門ですね、これ多分小規模事業所なん

かが対象になるかなとは思うんですが、どこまで私が認識を持っているかという

のがちょっとご説明いただきたいんですが、ここの二つの部分が大きく進めるた

めに今要かなというふうに思っているんですが、今までの施策を啓蒙活動をして

いったらだんだん減るというレベルではないかと思いますけれども、何か大きな

柱というか、決まってなくても検討している方向というかお考えのことがあれば

ちょっとご紹介いただきたいと思います。 

 

（事務局）グラフを見ていただいて、下の数値ですね、見ていただいて、私どもの方もしっ

かりと説明をしないかんというようなことを思っているんですけれども、なかな

か分かりにくいかなというふうには思います。私も担当して３年目ですけれども、

非常に恥ずかしい話ですけれども、CO₂ってどっかで量ってるんかなと思ってまし

た。実は色んな基礎数値、国とか府とかが発表される産業であるとか商業である

とかいろんな人口統計であるとか、そういう数値を参考にして当てはめると、公

式で何％と出るような形のシステムになっているようです。今回お示ししました

のは、２年前の数値なんですね。何かおかしいやんかと、なかなか納得行きにく

いんですけれども、いわゆる今言いましたような数値が発表されるのが、１年半

とか２年後くらいにしか発表されませんので、我々は数値は早う知って市民の方

にお知らせせんといかんというふうな前提では思っているんですけれども、一番

早い数値がこの数値というようなことで、我々が京都市さん京都市さんと言って

よくお手本にするんですけれども、京都市さんあたりも去年の秋口に発表された

ようなことでございまして、この数値が実は２年前の数値やというような形で、

ひとつはご理解をいただきたいのと、それと産業とかいわゆる民生業務ですね、

そのへんあたりが色々講演なんか行って聞きますと、大きな会社が沢山あるいわ

ゆる市町村あたりは今の景気やとドンと落ち込みよるんちゃうかということを言

われています。お叱りを受けますけれども愛知県のあのあたりの市やったらもう、

こんなん１０％って当初言ってはったけれどもこんなんもう、何十％もなるんち

ゃうかなというようなことも言われていますけれども、私ども議会等でいわゆる

産業あたりのところを強化すべきというような意見をいただいていますけれど

も、このあたりにつきましては国の動向を見ながらというような形でお答えを申

し上げていますけれども、国の方は新しい体制になりまして２０２０年に２５％

削減すると、こう言われているんですね。私ども宇治市の方は２０１２年という

ことで言っています。全然整合が取れていないということがあるんですけれども、

国あたりはいわゆる産業部門であるとか、そこらあたりを意識されての数字だと

いうふうには思ってますけれども、私ども宇治市の中では産業部門はあることは
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あるんですけれども、数値的にはいわゆる民生家庭部門、このあたりの数字がま

ず大事やというような形での取り組みを集中的にしてまして、予算面におきまし

ても先ほど来ご説明を申し上げましたけれども、宇治市は一つの事業所として他

の事業所のいわゆるリーダーシップ取った中での地球温暖化施策をやっていこう

というような形の中で、市のいわゆる色々な事務事業も結構頑張っておりますけ

れども、併せて他のいわゆる民生家庭部門の中で太陽光発電の設置補助事業をや

ってますけれども、これについても市としてはメリットはいっぱいあるんですけ

れども、かといって市の方も色んな財源の関係もございまして、とりわけ民生家

庭部門については太陽光発電の補助を積極的にやっていこうというような形の中

で、当初予算におきまして補正までして対応しているというような状況でござい

ます。うまく説明になっておりませんけれども、我々、いわゆる産業部門、これ

は大きな指標だろうというふうには思っておりますけれども、今の時点は８年の

数値が過日はじき出されたというような形の中で、これをもう一度検証しながら、

１０％これは大きな命題ですんで、我々事務局としましたら１０％何がなんでも

削減していこうというためには、市民の皆さん方のご理解いただきながらという

ような形が大前提ですけれども、目指して行きたいというふうに思っております。

 

（会 長）よろしいでしょうか。なかなか難しいところもあるし、国というような大きな組

織になってきますと、権利の売買であったりとか、また別の方法も出てくるので、

２５％というような大きな数字が出ているのかなというような気もするんですけ

れども、民生部門ですね、民生家庭、民生業務、そのあたりで具体的な行動がも

っと浸透するといいなというふうに思われます。他にございませんでしょうか。

   

（委 員）ひとつご質問させていただきたいと思います。今の規模の大きな話とか数字って

いうのはもちろんそうなんですけれども、宇治市の中で地球温暖化対策地域推進

計画ということで進めていくにはやっぱりあの子どもたちのことですね、将来を

担う子どもさんたちに、そういう意識を植え付けるといったらすごくあれですけ

れども、考えてほしいなというふうに思っています。どうしてもこういう市役所

がされるイベントっていうのは、一般の市民の方にっていう形で呼びかけをされ

るかと思うんですけれども、何かその教育委員会がそういう情報をお持ちなのか

もわかりませんが、保育所さんとか小学校とかでカリキュラムの中で子どもたち

に地球環境問題とかエコとかっていうことを何か展開されているということがあ

ればご紹介いただきたいなあというふうに思いますが、もしご存じだったらお願

いします。 

 

（事務局）子ども向けに何か環境学習を、というご質問でございますけれども、環境学習に

つきましては、昨日も木幡小学校の方でさせていただいたんですけれども学校教
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育課と共催をいたしまして、４月当初に小学校の方に照会させていただいて、環

境学習ということをさせていただいております。残念ながら数が、小学校が市内

２２校あります中で、本年度実施できましたのが３校なんですけれども、府の温

暖化センターの方と、それと先ほどもご紹介申し上げましたｅｃｏット宇治の方

とを講師で、子ども環境学習会というのを開催させていただいております。それ

から、今日来させていただいているのは環境企画課の職員なんですけれども、同

じ環境政策室の中に事業課、それからごみ減量推進課という所属がございまして、

そちらの方ではまた地球温暖化とは違った切り口になりますけれども、パッカー

車を使った環境学習、それは保育所向けに実施をされておられます。 

 

（事務局）ちょっと補足をさせていただきます。私あの、環境政策室でいわゆる清掃の関係

も所掌していますんで、ちょっと今環境企画の主幹が申し上げましたけれども、

いわゆる収集スタッフがですね、主に小学校ですけれども、小学校でゆとり教育

のコマをいただきまして、去年と今年で２２校市内で達成をしているんですけれ

ども、授業時間でいきますと１時間から２時間の枠をいただいて、パッカー車を

持って行きましてそれで子どもさんたちに、たとえば水はお父ちゃんお母ちゃん

に切ってって言ってやと。水を抜いてきちっとして、我々のパッカー車に積み込

まんといかんねんでということで、水の入っているような袋を持って行きまして、

それを子どもたちに実験さすんです。で、こういうたら回したらパッと弾けると。

こうなんねんでと。でこれはええことないし、その収集しているおっちゃんなん

かも目怪我したり、色々するねんでというような教育もさしていただいてますし、

これは会議所さんも関係あるんですけれども、毎年花火大会でクリーンキャンペ

ーンスタッフということで去年ですと５か所にステーションを設けまして、そこ

であのこれもスタッフの職員が主にマイクを持ちまして、ゴミの分別をしてくだ

さいと、いう形での教育をさしていただいています。少し補足になりますけれど

もよろしくお願いいたします。 

 

（委 員）どうもありがとうございました。やっぱり目に見えて具体的な形で子どもたちに

見せるっていうことが結構大事だというふうに思っております。で、それをまた

現場にいて受けた子どもたちの経験として残るんでしょうけれども、他の地域に

もこういうことをやっておられるということをもっと市政だよりを通じて広報さ

れてもいいんじゃないかというふうに思います。どうしても環境の部分っていう

のは日常的な生活に入り込んでしまっているので、気づかないまま習慣的にやっ

てしまっているというのがゴミに水を含めたという話もそうなんですけれども

ね、そこをちょっと気づいてもらうことでずいぶん変わっていくんじゃないかな

というふうに思っております。どうもありがとうございました。 
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（会 長）そうですね。学校と家をつないでもらうというようなところ、とても大事やと思

います。それからみどりのカーテンなんかにしても随分と取り組んでいる学校が

あるんですけれども、全校ではないし中学校が全然入っていないという、そうい

うこともありますので、ちょっとした工夫でですね、エアコンの使用頻度が少し

減るとかですね、そこはごくごく一部かもしれませんけれどもそれが集まってき

ますと相当な量になっていきますので、そういったところも学校から家庭へとい

うような形で浸透すればいいなというふうに思います。ありがとうございました。

 

（委 員）一点聞かせていただきたいんですけれども、行政部門その他についても植物公園

の中でもやらせていただいた箇所が多くあるんですけれども、市の行政の中でみ

どりに関してやっているところも他にございますし、特にみどりの基本計画とい

うのを公園緑地課さんの方、やっていらっしゃいますよね。で、地球温暖化防止

行動を推進するという特化された目標の中で、やはり緑化面積とか、それから森

林の面積とか、樹木の面積とか、そういうことはそれこそ市民の目線からして大

事なことだと思うんですが、その行政の中でもみどり関係の中で環境とかかわる

部分、どうタイアップしてなさってきたのかということを伺いたいと思います。

 

（事務局）いわゆる私たち環境部門とですね、主にハードな、都市整備部の公園緑地部門と

のかかわり、どやねんというようなことやというふうに思っておりますけれども。

俗人的になるんですけれども、私もちょうど昭和から平成になるときに環境政策

の方に緑化係というような係が設けられまして、私実は初代緑化係長を拝命した

ようなことがあります。この際に当時の上司から「あなたの仕事は当時の建設省

のハードな緑、農水省の田畑と緑、それから環境庁のいわゆるソフトな緑、この

３つを宇治市は他に先駆けてやるんや。」と、こういうことで拝命したんですけれ

ども、それで当時、今みどりの基本計画って申されましたけれども、当時私ども

環境保全課というところで緑化推進計画というような計画をつくりなさいという

ようなことで、緑化推進計画を手掛けたんですけれども、その当時は比較的３つ

の緑みたいなんを意識してやってきたわけですけれども色々変遷を経まして現在

環境企画課の方では緑というような所掌は何となく担当をしていますけれどもき

ちっとした担当はしていないというような状況で、宇治市の緑、第５次総合計画

等でも「緑豊かな」というようなことがございますけれども、その中の主に緑部

門等につきましても都市整備部部門あたりが所掌しているというような形の流れ

になっております。委員の方から指摘を受けていますけれども、おそらくいわゆ

る建設部門あたりのハードな緑と環境あたりの緑のタイアップをせんと、ええ宇

治市できませんよというような形でのおそらくご意見を含まれてのご指摘だろう

というふうに思っておりますけれども、説明十分にでき切りませんでしたけれど

も、先ほど宇治市の環境保全計画の見直しをやるんやというようなことで申して
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ますけれども、この中で組織も含めて見直しをやっていかなければならない一つ

の大きな課題であろうというふうに思っております。 

 

（会 長）確かに緑というのを一つとっても単独ではなくてですね、今回の概要版見まして

も、観光であったりとか、あるいは歴史であったりとか、宇治市の場合はそうい

うところにもつながっていくものだと思いますので、やはり重要な部分だと思い

ます。また諮問を受けてその答申の際に、できるだけそういうことも織り込みな

がらできたらいいなというふうに思いますので、ご承知おきいただければありが

たいなというふうに思います。 

 

（委 員）今日市環の中で、環境美化推進条例というのを制定をしましたときに、こういう

リーフレットをいただいているんですけれども、特に私がいつも車に乗りながら

気にしていることがございます。それは、いわゆる市内の主要幹線道路のですね、

脇にゴミが、ポイ捨てが非常に多い。特に京滋バイパスの側道。それから巨椋池

のあの界隈。一番ひどいのは宇治市域に入るのかどうか、久御山市域に入るのか

分かりませんけれども、久御山ジャンクションから新堀川の方へ行くあのあたり

のちょっと車が待機できるところ。すごいひどい状況なんですね。宇治の今の環

境美化推進重点地域、いわゆる観光地を中心に決めていただいている、これは結

構なことなんですけれども、いわゆるこうした幹線道路のポイ捨てをどう規制し

ていくのか、これは場合によってはですね警察業務にかかわってですね色々な形

で、免許の更新時には車からゴミを捨ててはあきませんよというようなご指導を

いただきたいななんて、こんなことを感じながら言うんですけれども、いずれに

してもそういう点でですね、重点地域というものはですね、やはりもう少し広げ

ていっていただいた方がいいのではないかなというように思います。それからも

う一点は、花火大会なんですけども、実は昨年花火大会が終わった翌日、私朝５

時頃ずっとまわりを、宇治川近辺を見て回りました。分別されているというよう

な状況はごくごく一部ではありましたが、ほとんどが業者の方が全部まとめて売

り残ったものも含めてまとめて置いてあると。宇治川の塔ノ島の河川敷にはブル

ーシートがずっと広げてそのままほったらかしになっていると。そういうような

状況がございますので、こういった点については観光協会の方のご努力というか

工夫もしてもらわんといかんし、やはりそういった行政からの指導っていいます

か対応というようなものが必要なんではないかなというふうに思いました。そう

いう現状もご報告させていただいて、ぜひその美化推進重点地域というものの中

身というものをですね、あるいはそのあり方といいますか、素性、もう少しきめ

細かく点検をしていただけたらありがたいなと思います。以上です。 

 

（会 長）ありがとうございました。この面につきましては私も言いたいことが沢山あるん
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ですが、干拓地は確かにあのあたり大変な状況です。またそういうこともお話と

いいますか、議論するような機会があればというふうに思いますけれども、今日

は時間の関係もありまして、そのへんちょっと記録にとどめておいていただくと

いうことでお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 

（委 員）身近なところなんですけれども、私日々学校給食の方のお仕事をさせていただい

ておりまして、ごみが沢山出ているんですけれども、その学校給食に対しての何

かごみ削減の対策とか具体的なことがあればお聞きしたいなと思います。 

 

（事務局）全市的な、いわゆるごみの削減等については計画を持っております。そういった

中で、それぞれ部門別で取り組んでくださいというような形での、行政の中での

約束事等もございます。給食との関係につきましては、沢山のごみといいますか

生ゴミですね、ということで教育部門とも連携はさしてはいただいておりますけ

れども、教育関係の中でも学校版ＩＳＯとかいう形での事業を独自にされてもお

りますんで、市の方から特に教育にかけて、こうしてくださいああしてください

という、特に細かい指導等はしておりませんけれども、一応基本的には計画に沿

って運営をしてくださいという形になっております。 

 

（会 長）たぶん給食の残りというのは、食育の中での指導もされているとは思うんです。

 

（委 員）そうですね。肥料とか、今そういうコンポストですかね、そういうのを設置され

ているんですけれども、それを、出た肥料っていうのの受け入れ態勢がないんで

すね。だからそれをフルに活用できるっていう状況が滞ってしまうという現状が

ありますんでね。その辺何か対策をされているのかなと。 

 

（会 長）家庭でもそうですね。畑とか田んぼをお持ちのところはそれが活用できるんです

けれども。 

 

（委 員）そうですね、受け入れの態勢がないんで。 

 

（会 長）一般家庭はなかなか難しいと。そうですね。ありがとうございました。 

 

（委 員）私は短大で色々な授業を持っておりまして、生活環境論というのがありまして、

私どもの学生は１８歳、１９歳、２０歳の女の子ばっかりなんですけれども、そ

こでエコポイントを簡単にチェックするシートがありますよね。それで調査をさ

せてもらったんです。そうするとエコポイントが低い学生は、何ていうか、家庭

においてもお母さんが元々熱心でなかったという結果が出てまして、先ほど小学
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校とかに啓発をすることも大事だとおっしゃったんですけれども、私は子育て世

代の主婦層にもうちょっとピンポイントでアピールするのも必要かなと思いま

す。それでですね、先ほどおっしゃっていただいた市民への啓発効果ということ

でね、１４５７名という方が集まっておられますよね。その中で、子育て世代の

主婦層というのが何割くらいおられたのかなと思ってちょっと気になりました。

具体的な数字は分からないかと思うんですけれども、印象だけお聞かせいただけ

ればありがたいです。 

 

（事務局）すいません。統計を取ったわけではないですし、私の主観的な感想ですけれども、

たまたまこのパートナーシップ会議の会長さんが子育て世代の方で、副会長さん

も昨年出産をされて今ちょっと休会中というような形になっているわけなんです

けれども、パートナーシップ会議の会員さんの大半は定年退職を迎えた後の余暇

を活用して温暖化対策に参加していただいているという方が多いんですけれど

も、中にはそういった子育て世代の方も何人かいらっしゃいまして、昨年開催い

たしました環境フェスタでも子ども向けのブースというのを多く設けていただき

まして、そのお友達の方がいらっしゃったり、子育て世代の方も結構参加してい

らっしゃっているのかなという。すいません。あくまでも感想で申し訳ないんで

すけれども。よろしくお願いいたします。 

 

（委 員）もう一ついいですか。イベントの中で、森林保全・里山復権推進グループという

のがあって、森林ボランティア一日体験というのが年一回開催されたということ

なんですけれども、これはどういった、例えば間伐するとかそういったことです

か。 

 

（事務局）こちらなんですけれども、宇治市の市有林であります天ケ瀬森林公園で月一回除

伐作業などをされているフォレスターうじさんという、こちらもパートナーシッ

プ会議の団体会員さんにもなっていただいているんですけれども、フォレスター

うじさんの活動に乗っかったような形で、森林ボランティアの日っていうのが９

月の第３日曜日でしたか、あるんですけれども、その日に開催をさせていただき

ました。内容といたしましては、午前中に間伐というような大きな量じゃないん

ですけれども、枝打ちのような除伐作業をさしていただきまして、午後は除伐し

た枝なんかを使った木工教室をさせていただいたところです。 

 

（委 員）今、里山の話が森林のことが出ましたので、孫たちと話している中で、みどりの

取り組みが最近市内の中でも大変盛んになってきたと。みどりのカーテンとかね。

そこにも書いておりましたけれども、緑化フェアとか、取り組んでおられること

は非常にありがたいと思いますけれども、孫たちと話をする中で、環境問題とい
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うのはやはり子どもの頃から取り組む必要があるんじゃないかなと、このように

感じております。例えば学校やったら理科とか、それから道徳、こういったとこ

ろから色々指導できるんじゃないかと思いますし、内容として心の安らぎとかね、

それからおいしい空気、空気の綺麗さですね、それから目に優しいとか、それか

ら動植物等を育むとか、それから素晴らしい景色を作っているとか、そういった

ことがお話しできるんじゃないかと思います。学校、それから家庭、地域、この

３者の連携が大事やと思いますので、これから学校にも色々働きかけていきたい

なと、このように感じました。ありがとうございます。 

 

（委 員）昨今、京都市を含め宇治市にいたしましても、京都市が５千万の観光客が入って

来られます。また宇治市にいたしましても５００万人の観光客が四季を問わず入

って来られる。年々観光と環境が取りざたされているような気がして仕方ござい

ません。従来長年宇治市さんの方もご尽力をたまわって現在があると思うんです

けれども、やはり京都市内が一つの大きな手本となりますか、観光公害のような

形が起きておるのも今の現状でございますので、市さんからのひとつこれからの

ご見解を一言いただければ。これも大きな意味でのやはり環境のものだと思いま

すので。少しお答えいただければと思います。いかがなものでしょうか。 

 

（事務局）答えになるかわかりませんけれども。私ども、市役所組織で言いますと市民環境

部ということになっています。市民環境部の中で、商工観光課ってなところがご

ざいまして、そのセクションで色々観光行政等ですね、観光協会さんであるとか、

会議所さんの方と連携、お世話になりながらやっております。私ども環境政策室

はですね、いわゆる市民環境部の一員ではございますんですけども、今、委員さ

んがおっしゃった、観光公害ですか、いうことで環境政策室の方から何かあるか

とおっしゃられて、すいません、迷っていますけれども、やはり宇治市に沢山人

を来ていただくということになれば、綺麗な宇治がやはり基本だろうなというふ

うに思っていますし、その辺につきましては、環境保全計画、ここらあたりでも、

そのあたりもしっかりとご提言をいただきながら謳っていかなければならんのか

なと思っていますし、先ほどは委員さんの方からもありましたけれども、環境美

化推進条例もありますけれども、やはり綺麗な宇治が基本かなというふうに思っ

ております。答えにもなっておりませんけれども。 

 

６ その他連絡事項等について 

（事務局）委員の皆様、長時間ありがとうございました。それでは、今後の環境保全審議会

の開催予定について簡単にご説明させていただきます。平成２３年度の審議会開

催につきましては、２回程度を予定しております。また平成２４年度につきまし

ては、審議会を３回から４回開催させていただきたいと考えております。開催日
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程につきましては、会長、副会長様とご相談させていただきまして、開催日の１

ヵ月前頃にはご案内させていただきますのでよろしくお願いいたします。また最

後に、本日お配りいたしました宇治市環境保全審議会委員名簿につきましては、

ホームページ等で公開させていただく予定となっておりますので併せてよろしく

お願いいたします。 

（会 長）今日の会議の内容につきましては、議事録を事務局の方で作っていただきますけ

れども、その精査につきましては私、会長の方にご一任いただければありがたい

なというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 

７ 閉会 

 

 

 


